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　今回伝統ある大阪腎臓バンクの評議員会会長に就任さ
せていただきました。大阪における腎不全患者のQOL/
ADLが改善していくように努力したいと思いますのでよろしく
お願いします。
　さて、大阪における腎不全に関する団体は学術団体とし
ての大阪透析研究会、透析に関連する医師の会である大
阪透析医会、患者会である大阪腎臓病患者協議会、腎
不全に関する研究や腎移植の推進などに助成を行う公益
財団法人大阪腎臓バンクがあり、以前から連携を密に取り
ながら大阪の腎不全患者のQOL/ADLの改善を目標に活
動してきております。私は2024年3月まで大阪透析研究会
の理事長を務めさせていただいた関係から大阪腎臓病患
者協議会の総会には毎回出席させていただき患者さんとじ
かに意見交換をさせていただいておりました。また、大阪
透析研究会が行っている腎不全患者の実態調査において
は大阪腎臓バンクから毎年ご助成いただき調査結果をまと
めさせていただきました。大阪透析研究会では各学術集会
において優秀な研究発表を表彰することにしてております
が、その優秀演題にたいして大阪腎臓バンクから褒賞金を
いただき、多くの発表者のモチベーションにつながったこと
感謝しております。このように、大阪透析研究会と大阪腎
臓バンクは共同で事業を行っており、より良い腎不全治療を
目指して活動しております。大阪腎臓バンク評議員として今
後も密な連携を取りながら事業を推進していきたいと考えて
おります。
　日本においては大変なコロナ禍もあり、2022年末におい
て初めて透析患者数が減少いたしました。今後透析患者
数が継続的に減少していくかは不透明ですが、患者数が
増加しないと予測されます。また、透析患者の高齢化につ

いては年々亢進しており、70歳以上の患者は2022年末で
57.4％を占めていると報告されています。今後の腎代替療
法の進む方向性は患者の高齢化を無視しては考えられな
いことはいうまでもありません。現在の腎代替療法施行患者
さんの平均年齢を日本透析医学会のWADAシステムから
2022年末において調べてみると、血液透析患者71.81歳、
オンラインHDF患者67.64歳、I-HDF患者71.35歳、在宅
血液透析患者57.06歳、腹膜透析患者68.05歳となっており
ます。これを見ますと自分で治療手技を行う在宅血液透析
患者や腹膜透析患者は血液透析患者と比較すると若年に
なっています。また、オンラインHDF患者も若干若年になっ
ていることから蛋白漏出量が比較的多いと考えられるオンラ
インHDF療法が若年者に適応されていることがうかがえま
す。各治療法の透析歴についても同じように調べると血液
透析患者6.62年、オンラインHDF患者8.71年、I-HDF患
者7.12年、在宅血液透析患者12.67年、腹膜透析患者2.57
年となっております。腹膜透析患者ではその手技の継続率
が低いことから透析歴は短くなっています。オンラインHDF
患者や在宅血液透析患者では合併症に対する治療という
側面もあり、透析歴が長くなっています。
　今後高齢化がますます進んで行く日本においてどのような
腎代替療法が選択されていくかを考えると、血液透析と同
じような選択基準で施行されている腎代替療法が選択され
ることが推察されます。そのような視点から、透析歴及び年
齢が血液透析患者と同じようなI-HDF療法がHDF療法の
メリットを生かしながら選択されていく可能性も考えられます。
従って、今後さらにI-HDF療法に関するエビデンスの構築
などを助成しながら患者さんのために尽くしていきたいと考え
ます。

（大阪公立大学大学院教授）

公益財団法人  大阪腎臓バンク

大阪腎臓バンク評議員会会長

武本　佳昭

高齢化時代の腎代替療法



令和５年度事業報告・決算の概要

令和5年度の事業活動については、概ね計画通り実施されました。

事　業　報　告
１．腎不全実態調査助成事業
近畿献腎移植施設会議症例検討会に20万円の助成を行いました。

２．若手研究者に対する研究助成
令和5年度の研究助成事業も、大学・病院医師・コメディカルと
いった様々な所属や移植・透析・CKDといった様々な医療分野か
らの申請を一律に審査していた方法を改め、様々な分野の研究テー
マに幅広くチャンスを与えるため、施設・資格、医療分野ごとに枠
を設け、その各々の枠の中で審査を行うこととしました。その結果、
14件の申請に対して基礎分野は 5件、臨床分野は 7件を助成対象
としましたが、コメディカル部門は応募がありませんでした。

３．優秀論文に対する褒賞
令和 5年 3 月の第 98 回及び 9月の第 99 回大阪透析研究会で発
表され、優秀論文選考委員会で選ばれたもの年間 8件を表彰し、
褒賞金各 5万円を贈呈しました。

（１） 第98回大阪透析研究会優秀論文
①�ベットシーツ交換時の感染対策に紫外線照射量増強が及ぼす
影響について� （錦秀会 阪和記念病院）

②�認知症患者へのアプローチ　～パーソン・センタード・ケア 
（PCC）を取り入れて～� （医療法人良秀会 藤井病院）
③�バスキュラーアクセスの機能評価における検討
� （大阪公立大学医学部附属病院）
④�血液透析患者における主観的 ADL 困難感と筋力の連携
� （社会医療法人愛仁会 井上病院）

（２） 第99回大阪透析研究会優秀論文
①�当院の理学療法士の取り組みと役割
� （岸辺くすのき透析クリニック）
②�透析開始時・終了時における安全への取り組み
� （社会医療法人警和会 第二大阪警察病院 臨床工学科）
③�透析患者におけるデノスマブ投与後の低 Ca 血症予防策の適
用タイミングに関する検討� （白鷺病院 薬剤科）

④�コロナ禍における透析リハビリについて　～筋トレでパワー
をつけよう～� （同仁会 耳原総合病院）

４．教育研修助成事業
関西医科大学附属病院に対し助成を行いました。

５．学会等共催事業
腎・尿路疾患の予防と治療に関する学術研究の推進に寄与する
ため、学会等共催審査委員会で承認された学会及び研究会の共催
事業を実施しました。

（1） 学　会
①第 99 回大阪透析研究会
　開催：令和 5年 9月 3日　於：大阪国際会議場
　主宰：浅井 利大（大阪市立総合医療センター）
②第 73 回日本泌尿器科学会中部総会
　開催：令和 5年 10 月 12 ～ 14 日
　於：奈良県コンベンションセンター
　主宰：藤本 清秀（奈良県立医科大学）
③第 29 回日本血液透析濾過医学会学術集会・総会
　開催：令和 5年 11 月 25・26 日　於：大阪国際交流センター
　主宰：長沼 俊秀（大阪公立大学大学院）
④�第 100 回大阪透析研究会
　開催：令和 6年 3月 3日　於：大阪国際交流センター
　主宰：東 治人（大阪医科薬科大学）

（2） 研究会
①�日本組織適合性学会近畿地方会
　代表世話人　芦田 隆司（近畿大学病院）
②大阪腹膜透析研究会
　会長　林 晃正（大阪急性期・総合医療センター）
③大阪腎移植病理組織研究会
　代表世話人　岸川 英史（兵庫県立西宮病院）
④腎疾患フロンティア研究会
　代表世話人　角田 洋一（大阪大学大学院）

⑤慢性腎臓病（CKD）アウトカム研究会
　代表幹事　倉賀野 隆裕（兵庫医科大学）
⑥大阪骨粗鬆症検診を考える会
　会長　稲葉 雅章（大野記念病院）

６．普及啓発事業 
（1） キャンペーン活動及び啓発資料作成・配布
10 月 15 日開催の「第 50 回堺まつり」にて街頭キャンペーンを
実施、また、10 月 28 日開催の「第 49 回すみよし区民まつり」に
ブースを出展し街頭キャンペーンを実施しました。

（2） 患者団体活動助成
患者団体の活動に対し助成を行いました。
①NPO法人大阪腎臓病患者協議会（大腎協）
②NPO法人日本移植者協議会（日移協）
③大阪移植の会
④大阪腎友会

（3） 勉強会の開催及び機関誌発行等
大阪府と共催で ｢臓器提供に関する研修会 ｣及び ｢大阪府院内
移植コーディネーター研修会 ｣を開催しました。
① �11月12日　大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンC）
②1月19日　大阪工業大学　梅田キャンパス　OIT梅田タワー
③ 3月 8日　大阪府庁本館
また、OKFニュースNO.64 を発行し賛助会員等に配布すると
ともにホームページを更新しました。

７．組織適合検査事業
（1）検査体制の整備に努めるとともに、検査事業の向上・改善を

図るため、日本臓器移植ネットワーク、検査機関、移植施設
と意見・情報交換を行いました。

（2）献腎移植希望登録を円滑に行うため、組織適合検査（HLA
検査、クロスマッチ検査）を当財団の費用負担（一部、府補
助金及び患者負担あり）により、大阪急性期・総合医療セン
ターで実施しました。

①　HLA検査　88 件（うち、患者負担徴収分 87 件）
②　抗体クロスマッチ検査　0件

８．大阪府臓器移植コーディネーター事業
（1）日常活動として、三次救命救急センター、公的病院、民間病

院の 19 医療施設を延べ 57 回訪問し、移植推進のための情報
交換や普及啓発資料等配布した。臓器提供可能医療機関に対
し移植医療の普及啓発を図るため、院内移植コーディネー
ター設置支援や臓器の提供に関する研修会の開催など提供体
制の強化に努めました。また、大阪府、日本臓器移植ネット
ワークとの連絡調整業務を行いました。

（2）ドナー発生時は日本臓器移植ネットワークの指示により腎臓
提供を承諾する通報から腎移植に至るまで、腎提供施設・移
植施設との連絡調整、組織型の適合した移植希望登録者への
連絡、検体・腎臓の搬送 , ドナー遺族への対応を行いました。

（3）令和 5年度における、大阪府内でのドナー情報は 17 件あり、
提供に結びついたのは 7件でした。

＜令和 5年度　献腎移植実績＞
　提供：府内　5件 10 腎、府外 7件 7腎
　移植：府内　15 腎、府外 2腎　計 17 腎

年　月　日 提供病院 移植病院 備　考

５年５月６日 大阪府立中河内救命�
救急センター

大阪市立総合医療センター
脳死

大阪公立大学医学部附属病院
５月31日 （愛知県内） 大阪急性期・総合医療センター 脳死

７月17日 （大阪府）
（大阪府）

心停止
（大阪府）

８月11日 （京都府内） 大阪急性期・総合医療センター 脳死
８月12日 （西日本地方） 大阪大学医学部附属病院 脳死

９月21日 （近畿地方）
大阪市立総合医療センター

脳死
神戸大学医学部附属病院

９月21日 （大阪府内）
大阪医科薬科大学病院

脳死
大阪急性期・総合医療センター

11月25日 神戸市立医療センター
中央市民病院 大阪大学医学部附属病院 脳死

12月14日 長崎大学病院 大阪大学医学部附属病院 脳死
６年１月20日 済生会滋賀県病院 大阪大学医学部附属病院 脳死

２月20日 国立循環器病研究センター
九州大学病院

脳死
大阪急性期・総合医療センター

３月23日 京都第二赤十字病院 大阪大学医学部附属病院 脳死



（決算の概要）

令和元年以来恒常的な赤字解消のため、事業費の削減、資産運
用の効率化に取り組んできました。その成果が徐々に表われ、令
和 5年度の当期経常増減額は 332 万円余りの黒字となりました。
また、資産運用が順調なことから投資有価証券評価益を 1,947 万
円余り計上出来たことから、正味財産期末残高は対前年比 1,641
万円増加し 2億 8,308 万円となりました。

貸 借 対 照 表
令和 6 年 3月31日現在　　　　　　（単位：円）

科　　目 当　年　度 増　　減
Ⅰ 資　産　の　部

　１．流　動　資　産 17,320,479 ▲ 689,518

　２．固　定　資　産 271,775,951 17,485,981

　　（1）基本財産 60,000,000 0

　　（2）特定資産 45,402,792 ▲ 3,433,427

　　（3）その他の固定資産 166,373,159 20,919,408

資　産　合　計 289,096,430 16,796,463

Ⅱ 負　債　の　部

　１．流　動　負　債 2,159,926 55,163

　２．固　定　負　債 3,854,000 325,000

負　債　合　計 6,013,926 380,163

Ⅲ 正　味　財　産　の　部

　１．指定正味財産 65,519,633 ▲ 7,382,250

　２．一般正味財産 217,562,871 23,798,550

　正味財産合計 283,082,504 16,416,300

負債及び正味財産合計 289,096,430 16,796,463

正味財産増減計算書
令和 5 年 4月1日から令和 6 年 3月31日まで　（単位：円）
科　　目 当　年　度 増　　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（1）経常収益
　　　基本財産運用益 1,071,802 0
　　　運用財産運用益 9,938,756 2,515,278
　　　受取会費賛助会費 14,330,000 ▲ 1,150,000
　　　受取寄付金（学会等共催） 24,992,750 13,665,027
　　　受取寄付金（一般） 0 ▲ 634,427
　　　受取学会等共催事務費 1,189,500 670,750
　　　受取補助金 1,542,193 233,609
　　　受取委託料 5,434,000 0
　　　受取受益者負担金 3,915,000 630,000
　　　受取利息 100,644 99,925

経常収益計 62,514,645 16,030,162
　（2）経常費用
　　　事業費
　　　　腎不全実態調査助成費 200,000 ▲ 200,000
　　　　研究助成費 5,000,000 1,500,000
　　　　褒賞費 400,000 400,000
　　　　教育研修助成費 22,720 ▲ 17,720
　　　　学会等共催費 24,992,750 13,665,027
　　　　普及費 2,566,078 ▲ 206,465
　　　　組織適合検査費 4,840,000 605,000
　　　　移植コーディネーター費 7,352,738 314,232
　　　　補助金返還金 398,000 13,000
　　　管理費 13,022,841 624,749
　　　建物減価償却費 243,101 0
　　経常費用計 59,186,503 15,658,903
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 3,328,142 371,259
　　　　投資有価証券評価損益 19,474,408 9,210,042
　　　　当期経常増減額 22,802,550 9,581,301
 ２．経常外増減の部
　　　経常外収益計 996,000 996,000
　　　経常外費用計 0 0
　　　　当期経常外増減額 996,000 996,000
　　　　当期一般正味財産増減額 23,798,550 13,451,384
　　　　一般正味財産期首残高 193,764,321 10,347,166
　　　　一般正味財産期末残高 217,562,871 23,798,550
Ⅱ 指定正味財産増減の部
　　　受取学会等共催寄付金 18,800,000 4,225,000
　　　一般正味財産への振替額 ▲ 26,182,250 ▲ 14,335,777
　　　　当期指定正味財産増減額 ▲ 7,382,250 ▲ 10,110,777
　　　　指定正味財産期首残高 72,901,883 2,728,527
　　　　指定正味財産期末残高 65,519,633 ▲ 7,382,250
Ⅲ 正味財産期末残高 283,082,504 16,416,300

理事・監事の選任

令和 6年 5 月 24 日に開催された評議員会で理事の木村一尋氏
の後任として、株式会社クボタ代表取締役副社長兼執行役員の吉
川正人氏が新たに理事に選任されました。
また、大阪公立大学大学院教授の武本佳昭氏及び近畿大学医学
部教授藤田和利氏が新たに評議員として選任されました。

評議員会会長の交代

令和 6年 5 月 24 日に開催された評議員会で、評議員会会長の
平尾佳彦氏から本評議員会の終了を以て評議員を辞任したい旨の
申し出がありました。このため、財団の定款第 10 条第 3 項の規
定に基づき評議員の互選が行われ、大阪公立大学大学院教授の武
本佳昭氏が新たな評議員会会長に選出されました。

平尾佳彦氏におかれましては、平成 25 年 5 月に評議員会会長
に就任されて以来、11 年の長きにわたり評議員会会長として財団
運営に多大のご支援・ご尽力を賜りました。
ここに感謝の意を表するとともに、今後益々のご活躍を祈念い
たします。

評議員名簿（五十音順）� （令和 6年 5月24日）

氏　　名 現　　職

◎ 武本　佳昭 大阪公立大学大学院　教授

　 繪本　正憲 大阪公立大学大学院　教授

　 岡田　茂樹 医療法人岡田会岡田クリニック　会長

　 角田　洋一 大阪大学大学院　講師

　 木下　秀文 関西医科大学　教授

　 金　　　卓 医療法人いぶきクリニック　院長

　 小角　幸人 医療法人髙橋クリニック　院長

　 椿原　美治 滋慶医療科学大学大学院　客員教授

　 能勢　和宏 市立貝塚病院　副院長 兼 泌尿器科主任部長

　 長谷川廣文 医療法人社団日翔会生野愛和透析クリニック　院長

　 藤田　和利 近畿大学医学部　教授

　 三上　聡司 社会医療法人三上会東香里病院　院長

　 武曾　惠理 京都華頂大学　教授

　 淀井　省三 医療法人淀井病院　理事長

　 渡邉　太郎 社会医療法人純幸会関西メディカル病院　理事長
◎ 評議員会会長� （15 名）



普及啓発活動の紹介

財団では、10月の臓器移植普及推進月間に合わせ献腎移植の促
進を図るため普及啓発活動を行っています。また、患者団体によ
る普及啓発活動を支援するため各団体に助成金を交付しています。
①第 50 回すみよし区民まつり
　10 月 26 日に開催された第 50 回すみよし区民まつりの会場に
ブーステントを設置し、大阪府・市や患者団体、支援団体と協力
して普及啓発資材の配布を行いました。

②第 51 回堺まつり
　�10月 20日に開催された「堺まつり」の会場で普及啓発資材を配
るなどして臓器移植の普及啓発に努めました。
③グリーンリボンデー
　�グリーンリボンデーである10
月 16日に府内施設4か所（万
博公園太陽の塔、大阪城天守閣、
天保山大観覧車、ドーンセン
ター）を臓器移植医療のシンボ
ルカラーである緑にライトアッ
プしました。

学会等共催事業

令和6年 9月以降開催の共催学会は下表の通りとなっています。
学　会　名 開催日時・場所 主宰者（所属）

第 101 回大阪透析研究会 R6.9.15
大阪国際会議場

中村　敬弘
（医）宝生会PL病院

第 43 回日本マグネシウム
学会学術集会

R6.11.16
あべのハルカス

会議室
繪本　正憲

大阪公立大学大学院

第4回日本腎・血液浄化AI
学会学術集会・総会

R6.11.24
ホテルアウィ―ナ

長沼　俊秀
大阪公立大学大学院

第 8回 I-HDF研究会
R6.12.8

お茶の水ソラシティカ
ンファレンスセンター

武本　佳昭
大阪公立大学大学院

第 34 回泌尿器科分子・
細胞研究会

R7.2.28 ～ 3.1
なんばスカイオ

コンベンションホール
野々村　祝夫
大阪大学大学院

第 102 回大阪透析研究会 R7.3.2
大阪国際会議場

角田　洋一
大阪大学大学院

第 36 回日本サイコネフロ
ロジー学会学術集会・総会

R7.7.26 ～ 27
大阪国際会議場

藤田　　譲
仁真会白鷺病院

日本性機能学会第 35 回学
術総会・第 35 回日本性機
能学会中部総会

R7.9.19 ～ 21
なんばスカイオ

コンベンションホール
野々村　祝夫
大阪大学大学院

※腎・尿路疾患の予防と治療に関する学会等との共催事業を実施
し、寄付募金や経費支払の事務を行っています。令和 7年度以
降に検討又は計画されている学会等を対象に共催申請のご案内
をしています。

　申請書類・手続等は事務局までお問い合わせください。

献腎移植推進事業について（紹介）

大阪腎臓バンクでは、令和 6年度より「献腎移植推進事業」を
実施しております。
本事業は、献腎移植の推進にあたってはドナー情報の提供件数
を増やすことが重要であるとの認識から、臓器提供の可能性があ
る患者情報（臓器提供条件を満たすことが確認されたもの）の提
供があり家族説明が行われた場合には臓器提供の承諾、不承諾に
関らず助成金（院内移植コーディネーター設置病院にあっては 1
件 5万円）を交付することとしています。
また、その情報により府内移植病院において献腎移植が行われ
た場合には情報提供の助成金とは別に献腎移植の助成金（院内移
植コーディネーター設置病院にあっては 5万円）を更に交付する
こととしています。

事務局だより

１．税額控除適用法人の証明（継続更新）
当法人への寄付金（賛助会費を含む）については、税法上、各
種の優遇措置があります。そのうち、個人からの寄付金に係る所
得税に関し、この度、大阪府知事から税額控除適用法人の証明（継
続更新）を受けました。有効期間は令和 3年 8月 16 日から令和 8
年 8 月 15 日までです。所得税に関する優遇措置には所得控除方
式もありますが、一般的には今回認められた税額控除方式の方が
減税効果は高くなります。
他の優遇措置として、個人からの場合は大阪市に在住の方は大
阪市民税、大阪府民の方は個人府民税、相続税があり、寄付者が
法人の場合は一般寄付金の損金算入限度額とは別に別枠の損金算
入限度額が設けられています。
２．支援型飲料自動販売機の設置について（お願い）
支援型飲料自動販売機設置事業は、自販機の設置者が指定する
公益法人に売上金の一部を寄付するもので、飲料購入者の方も飲
料の購入を通じて公益事業を支援する制度です。
新しく自販機を設置する場合や交換をお考えの際には是非とも
導入いただきますようお願いします。ご検討いただける場合は大
阪腎臓バンク事務局までご一報いただきますようお願いします。
３．令和 6 年度教育研修助成事業の申請案内
大阪府に院内移植コーディネーター設置届出を行っている医療
機関を対象に、臓器提供に関する教育研修の参加経費について助
成を行っています。
対象となる教育研修等の詳細については、事務局までお問合せ
下さい。

４．令和 7 年の理事会等日程
日　時 会　議　名 備　　　考

1月22日（水）
18:00

常任委員・
常任理事会 2月理事会の議題整理

2月19日（水）
18:00 理事会 令和7年度事業計画（案）・

収支予算（案）
5月14日（水）
18:00 理事会 令和6年度事業報告（案）・

決算（案）
5月30日（金）
18:00 定時評議員会 令和6年度事業報告・

決算承認
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